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章
学
誠
の
著
述
観
（
上
）
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大

概
要
：
本
稿
は
、
章
学
誠
の
主
著
で
あ
る
『
文
史
通
義
』『
校
讎
通
義
』
か
ら
そ
の
著
述
観
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
今
号
掲
載
の
上
篇
に
お
い
て
は
、
章
学
誠
が
六
経
皆
史
説
と
と
も
に
唱
え
て
い
た
古
人
不
著
説
は
後
代
に
お
け
る
個
人
の
著
述
を

否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、『
文
史
通
義
』
は
著
述
に
つ
い
て
、『
校
讎
通
義
』
は
目
録
に
つ
い
て
、
そ
の
あ
り
方
を
体
系
的
・
通
時

的
に
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
両
書
に
通
底
す
る
章
学
誠
の
校
讎
学
的
思
考
は
『
漢
書
』
藝
文
志
の
研
討
に
よ
っ
て
培
わ
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
確
認
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
章
学
誠　

文
史
通
義　

校
讎
通
義　

目
録
学　

著
述
観

一
、
は
じ
め
に

実
斎
章
学
誠
（
一
七
三
八
～
一
八
〇
一
）
は
、
浙
東
の
学
の
継
承

者
を
自
認
し
、
六
経
皆
史
説
を
唱
え
た
史
学
者
と
し
て
現
在
ひ

ろ
く
知
ら
れ
た
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
、
ま
た
そ
の
一
方
で
、

科
挙
当
第
後
も
「
自
以
迂
疏
、
不
敢
入
仕
。」（
柯
先
生
伝
）
と
し

て
官
界
へ
の
道
を
自
ら
断
ち
、
各
地
書
院
の
主
講
や
朱
筠

（
一
七
二
九
～
一
七
八
一
）、
畢
沅
（
一
七
三
〇
～
一
七
九
七
）、
謝
啓
昆

（
一
七
三
七
～
一
八
〇
二
）
ら
の
幕
僚
と
し
て
糊
口
を
凌
ぎ
つ
つ
、

和
州
志
、
永
清
県
志
、
毫
州
志
な
ど
地
方
志
の
編
纂
に
従
事
し

た
彼
の
学
問
は
、
当
時
の
学
界
に
お
い
て
そ
れ
ほ
ど
認
知
さ
れ

て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
周
知
に
属
す
。『
文
献
徴
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存
録
』
に
邵
晋
涵
の
友
人
と
し
て
附
載
さ
れ
た
際
、
誤
っ
て
張0

学
誠
と
刻
さ
れ
た
と
い
う
の
は
章
学
誠
が
無
名
で
あ
っ
た
こ
と

の
最
も
有
名
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
一
。
そ
の
章
学
誠
を
見
い

だ
し
た
と
さ
れ
二
、
彼
の
た
め
に
最
初
の
年
譜
を
編
ん
だ
内
藤

湖
南
は
「
章
学
誠
の
史
学
」
と
題
し
た
大
阪
懐
徳
堂
に
お
け
る

講
演
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

清
朝
の
乾
隆
嘉
慶
の
時
代
は
考
據
の
學
が
全
盛
を
極
め
た

時
で
あ
つ
て
、
經
學
は
勿
論
史
學
に
於
て
も
考
據
の
大
家
た

る
錢
大
昕
・
王
鳴
盛
な
ど
と
い
ふ
人
が
出
て
、
史
學
の
風
潮

を
全
く
考
據
に
傾
け
た
の
で
あ
つ
た
。
然
る
に
そ
の
時
代
に

於
て
、
浙
江
の
紹
興
府
か
ら
一
人
の
變
つ
た
學
者
が
出
た
。

さ
う
し
て
一
代
の
風
潮
の
間
に
獨
立
し
て
、
史
學
を
考
據
の

方
法
に
據
ら
ず
し
て
、
全
く
理
論
的
の
考
へ
方
か
ら
研
究
し

た
の
で
あ
る
。
そ
の
人
が
即
ち
章
學
誠
で
あ
る
。

（
一
九
二
八
年
、『
懐
徳
』
第
八
号
所
収
）

本
稿
は
そ
の
主
著
で
あ
る
『
文
史
通
義
』『
校
讎
通
義
』
を

中
心
に
、
章
学
誠
の
著
述
観
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
一
般
に
は
史
学
家
と
見
做
さ
れ
三
、
自
身
も

そ
の
よ
う
に
認
め
て
い
た
章
学
誠
で
は
あ
っ
た
が
四
、
そ
の
主

た
る
関
心
・
対
象
は
、「
事
柄
と
し
て
の
歴
史
」
と
い
う
よ
り
、

む
し
ろ
「
記
録
と
し
て
の
歴
史
」
に
あ
り
、
そ
の
「
記
録
と
し

て
の
歴
史
」
の
歴
史
、
あ
り
様よ

う

に
つ
い
て
、
総
括
を
試
み
た
点

に
こ
そ
、
そ
の
学
術
史
上
に
お
け
る
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
か

ら
で
あ
る
。
六
経
皆
史
説
の
直
後
に
「
古
人
不
著
書
」（
文
史
通

義
・
易
教
上
）
と
続
く
ほ
か
、「
古
未
嘗
有
著
述
之
事
」（
文
史
通

義
・
詩
教
上
）、「
私
門
無
著
述
文
字
」（
校
讎
通
義
・
原
道
）
な
ど
と
、

古
に
は
個
人
の
著
述
が
な
か
っ
た
と
い
う
見
解
は
随
処
に
み
え
、

枚
挙
に
遑
が
な
い
が
、
章
学
誠
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
発
言

は
、「
述
而
不
作
」
と
い
う
伝
統
の
も
と
、
個
人
の
著
述
の
否

定
に
繋
が
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、「
吾
於
史

學
、
蓋
有
天
授
。
自
信
發
凡
起
例
、
多
爲
後
世
開
山
。
而
人
乃

擬
吾
於
劉
知
幾
、
不
知
劉
言
史
法
、
吾
言
史
意
、
劉
議
館
局
纂

修
、
吾
議
一
家
著
述

0

0

0

0

0

0

、
截
然
兩
途
不
相
入
也
。（
私
は
史
学
に
天
賦

の
才
が
あ
る
よ
う
だ
。
私
が
打
ち
立
て
た
綱
領
・
体
例
は
多
く
後
世
の
手
本
と

な
ろ
う
。
人
々
は
私
を
劉
知
幾
に
擬
え
る
が
、
劉
は
史
法
を
述
べ
、
私
は
史
意

を
述
べ
て
い
る
こ
と
、
劉
は
館
局
に
お
け
る
纂
修
を
論
じ
、
私
は
一
家
の
著
述

を
論
じ
て
い
る
こ
と
、
両
者
は
判
然
と
し
て
方
途
を
異
に
し
て
い
る
こ
と
を
彼

ら
は
理
解
し
て
い
な
い
。）」（
家
書
二
）
と
章
学
誠
が
自
身
の
史
学
の
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対
象
を
一
家
の
著
述
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
れ
だ
け
で
な
い
。「
愚
之
所
見
、
以
爲
盈
天
地
間
、
凡
渉
著

作
之
林
、
皆
是
史
學
。
六
經
特
聖
人
取
此
六
種
之
史
以
垂
訓
者

耳
。
子
集
諸
家
、
其
源
皆
出
於
史
。（
私
の
見
る
と
こ
ろ
で
は
、
天
地

の
間
に
み
ち
る
も
の
、
な
べ
て
著
述
の
林
に
関
わ
る
も
の
は
、
み
な
史
の
学
で

あ
る
。
六
経
は
た
だ
聖
人
が
六
種
の
史
を
取
り
あ
げ
て
教
え
を
垂
れ
よ
う
と
し

た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
子
部
・
集
部
に
収
め
ら
れ
る
諸
家
も
そ
の
淵
源
は
す
べ

て
史
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
。）」（
報
孫
淵
如
書
）
と
も
述
べ
て
い
る
よ

う
に
、
章
学
誠
に
と
っ
て
は
、
経
ば
か
り
で
な
く
、
子
も
集
も
、

つ
ま
り
あ
ら
ゆ
る
著
述
が
史
の
展
開
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
本
稿
が
章
学
誠
の
著
述
観
に
つ

い
て
検
討
を
加
え
る
所
以
で
あ
る
。

二
、
文
史
と
校
讎

現
在
、
通
行
す
る
『
文
史
通
義
』『
校
讎
通
義
』
は
い
ず
れ

も
章
学
誠
没
後
に
整
理
公
刊
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
構
成

が
章
学
誠
の
意
図
を
ど
れ
だ
け
反
映
す
る
も
の
か
は
注
意
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
五
。
し
か
し
、
章
学
誠
が
生
前
か
ら
自
著
に

『
文
史
通
義
』『
校
讎
通
義
』
の
名
を
与
え
て
い
た
こ
と
は
、

「
今
爲
折
衷
諸
家
、
究
其
源
委
、
作
『
校
讎
通
義
』。」（
校
讎
通

義
叙
）
や
「
出
都
以
來
、
頗
事
著
述
。
斟
酌
藝
林
、
作
爲
『
文

史
通
義
』。」（
候
國
子
監
司
業
朱
春
浦
先
生
書
）
な
ど
と
あ
る
こ
と
か

ら
確
か
で
あ
る
。
ま
た
、「
學
誠
從
事
於
文
史
校
讎
、
蓋
將
有

所
發
明
。」（
上
辛
楣
宮
詹
書
）、「
鄙
人
所
業
、
文
史
校
讎
。」（
與

孫
淵
如
觀
察
論
學
十
規
）
の
よ
う
に
、
自
ら
の
学
問
を
文
史
校
讎
の

名
で
括
る
こ
と
も
一
再
で
は
な
い
。
本
節
で
は
、
ま
ず
、
文

史
・
校
讎
の
語
に
章
学
誠
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
込
め
て
い
た

の
か
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。

ま
ず
文
史
に
つ
い
て
。『
文
史
通
義
』
と
い
う
書
名
に
関
し
、

増
井
経
夫
が
、「
文
史
と
は
経
史
と
も
い
う
と
こ
ろ
を
軽
く
ま

と
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。」（『
中
国
の
歴
史
書
』「
文
史
通
義
」、
刀
水

書
房
、
一
九
八
四
年
）
と
す
る
の
は
、
章
学
誠
の
意
あ
る
と
こ
ろ

を
酌
ん
だ
も
の
と
は
言
え
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
に
章
学
誠
の
学

問
が
特
殊
で
あ
り
、
把
握
し
難
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し

て
い
よ
う
。
山
口
久
和
は
、
章
学
誠
の
学
問
に
つ
い
て
、「『
文
』

（
広
義
の
文
献
学
）
と
『
史
』（
広
義
の
史
学
）
の
総
合
を
意
図
し
た
」

（『
章
学
誠
の
知
識
論
』、
創
文
社
、
一
九
九
八
年
）
と
述
べ
て
い
る
六
。

そ
も
そ
も
文
史
は
、
司
馬
遷
「
報
任
安
書
」、
劉
勰
『
文
心
雕

竜
』
時
序
篇
な
ど
に
み
え
る
語
で
、
文
書
・
記
録
、
文
章
・
史
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書
、
ひ
い
て
は
文
学
・
史
学
な
ど
の
意
味
を
持
つ
七
。
こ
の
場

合
、
文
史
は
文
と
史
と
の
並
列
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
一
方
、

文
史
に
は
目
録
の
類
目
（
文
の
史
）
と
し
て
の
用
法
も
あ
る
八
。

内
藤
湖
南
が
、「
一
般
の
學
者
か
ら
は
、
こ
の
人
は
史
學
家
と

し
て
見
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
本
人
の
考
で
は
、
そ
の
著

述
の
表
題
に
も
あ
る
如
く
、
文
史
に
關
す
る
原
則
の
研
究
を
主

と
し
た
の
で
あ
つ
て
、
文
史
と
い
へ
ば
大
體
に
於
て
著
述
の
全

體
に
渉
る
の
で
あ
る
。
文
史
通
義
と
い
ふ
意
味
は
、
今
の
言
葉

で
言
へ
ば
、
著
述
批
評
の
原
論
と
も
い
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
。」

と
述
べ
て
い
る
の
は
こ
の
意
味
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
章

学
誠
の
文
史
が
「
文
と
史
」
か
「
文
の
史
」
か
の
判
断
は
非
常

に
難
し
い
が
、
ひ
と
ま
ず
本
稿
で
は
、
章
学
誠
は
、
個
人
の
著

述
と
い
う
も
の
は
「
文
」
と
「
史
」
に
集
約
さ
れ
る
と
考
え
、

そ
の
文
史
の
源
流
（
淵
源
・
流
別
）
と
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
考

え
た
の
が
『
文
史
通
義
』
で
あ
り
、
そ
の
基
礎
に
校
讎
を
置
い

た
も
の
と
み
て
お
き
た
い
。
続
い
て
、
校
讎
に
つ
い
て
み
よ
う
。

校
讎
は
、「
護
左
都
水
使
者
光
祿
大
夫
臣
向
言
、
所
校
讎

0

0

中

管
子
書
三
百
八
十
九
篇
」（
劉
向
「
管
子
序
録
」）、「
讎
校

0

0

、
一
人

讀
書
、
校
其
上
下
、
得
繆
誤
爲
校0

。
一
人
持
本
、
一
人
讀
書
、

若
怨
家
相
對
爲
讎0

也
。」（『
文
選
』
左
思
「
魏
都
賦
」
張
載
注
所
見
『
風

俗
通
』
引
劉
向
『
別
錄
』）
と
あ
る
よ
う
に
、
古
い
用
例
に
お
い
て

も
今
日
の
所
謂
「
校
勘
」
を
意
味
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
し

か
し
、
章
学
誠
は
こ
の
こ
と
ば
に
特
別
な
意
味
を
見
出
し
て
い

た
。「
校
讎
通
義
叙
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

校
讎
之
義
、
蓋
自
劉
向
父
子
、
部
次
條
別
、
將
以
辨
章
學

術
、
考
鏡
源
流
、
非
深
明
於
道
術
精
微
、
羣
言
得
失
之
故
者
、

不
足
與
此
。

（
校
讎
の
本
義
は
、
劉
向
父
子
以
来
、
書
籍
の
分
類
、
配
列
を
通
じ
て
、
学

術
を
辨
章
し
、
そ
の
源
流
〔
淵
源
と
沿
革
〕
を
考
鏡
〔
考
察
・
反
映
〕
す

る
こ
と
に
あ
り
、
道
徳
学
術
の
精
微
、
諸
家
群
言
の
得
失
に
通
暁
し
て
い

る
者
で
な
け
れ
ば
与
る
こ
と
は
で
き
な
い
。）

章
学
誠
に
拠
れ
ば
、「
校
讎
」
の
意
義
は
、
群
書
の
分
類
・
配

列
を
通
し
て
、
学
術
間
の
異
同
を
辨
別
し
、
そ
の
淵
源
・
流
別

を
考
察
す
る
と
い
う
点
に
こ
そ
求
め
ら
れ
る
。「
信
摭
」（
章
氏

遺
書
外
編
巻
第
一
）
か
ら
も
う
一
例
を
あ
げ
よ
う
。

校
讎
之
學
、
自
劉
氏
父
子
、
淵
源
流
別
、
最
爲
推
見
古
人

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

大
體

0

0

、
而
校
訂
字
句
、
則
其
小
焉
者
也
。
千
載
而
後
、
鄭
樵
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始
有
窺
見
、
特
著
校
讎
之
略
、
而
未
盡
其
奥
、
人
亦
無
由
知

之
。
世
之
論
校
讎
者
、
惟
爭
辨
於
行
墨
字
句
之
間
、
不
復
知

有
淵
源
流
別
矣
。

（
校
讎
の
学
は
、
劉
向
劉
歆
父
子
よ
り
、
淵
源
と
流
別
に
あ
り
、
最
も
よ
く

古
人
〔
の
学
問
〕
の
大
綱
を
推
し
し
め
す
も
の
で
あ
り
、
字
句
の
校
訂
な

ど
は
そ
の
瑣
末
事
で
あ
っ
た
。
千
載
の
後
、
鄭
樵
が
は
じ
め
て
そ
の
意
義

を
さ
と
っ
て
『
通
志
』
校
讎
略
を
著
し
た
が
、
ま
だ
そ
の
奥
義
を
尽
く
す

こ
と
な
く
、
他
の
人
は
知
る
よ
し
も
な
か
っ
た
。
世
の
校
讎
を
論
ず
る
者
は
、

た
だ
文
言
・
字
句
を
考
察
す
る
の
み
で
、
淵
源
・
流
別
に
つ
い
て
は
理
解

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。）

章
学
誠
が
い
う
と
こ
ろ
の
校
讎
之
学
は
、
今
日
の
目
録
学
に
ほ

か
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
静
的
な
学
問
体
系
だ
け
な
く
、
そ
の

史
的
推
移
も
対
象
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
学
術
史
と
い
う
こ
と

も
で
き
、
ま
た
、
学
術
は
書
物
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
著
述
史
と
い
っ
て
も
差
し
支
え
な
い
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
そ
の
文
史
と
校
讎
に
つ
い
て
、
章
学
誠
は
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

鄙
人
所
業
、
文
史
校
讎
。
文
史
之
爭
義
例
、
校
讎
之
辨
源

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

流
、
與
執
事
所
爲
考
核
疏
證
之
文
、
途
轍
雖
異
、
作
用
頗
同
、

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

皆
不
能
不
駁
正
古
人

0

0

0

0

0

0

0

0

。

（
私
が
対
象
と
す
る
の
は
文
史
・
校
讎
で
あ
る
。
文
史
は
義
例
を
議
論
し
、

校
讎
は
源
流
を
辨
章
す
る
。
貴
方
の
従
事
す
る
考
拠
・
疏
證
の
文
章
と
道

筋
は
異
な
る
が
そ
の
機
能
は
ほ
ぼ
同
じ
く
、
ど
ち
ら
も
古
人
を
批
判
・
是

正
せ
ず
に
す
ま
す
こ
と
は
で
き
な
い
。）

（
與
孫
淵
如
觀
察
論
學
十
規
）

文
史
・
校
讎
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
（
手
紙
の
相
手
で
あ
る
）
孫
星
衍

（
一
七
五
三
～
一
八
一
八
）
が
手
を
染
め
、
袁
枚
（
一
七
一
六
～
一
七
九

七
）
に
詩
作
に
害
が
あ
る
の
で
止
め
る
よ
う
に
と
促
さ
れ
た
考

拠
の
学
と
一
緒
だ
と
さ
れ
て
い
る
の
が
注
意
を
引
く
が
、
こ
こ

で
も
文
史
は
著
述
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
校
讎
は
学
術
の
流
れ

に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

だ
ろ
う
。
な
お
、『
校
讎
通
義
』
と
『
文
史
通
義
』
の
成
立
の

前
後
や
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
り
、
余
英
時
は
、

「
檢
點
前
後
、
識
力
頗
進
而
記
誦
益
衰
。
思
斂
精
神
爲
校
讎
之

0

0

0

學
、
上
探
班
劉
、
溯
源
官
禮
、
下
該
『
雕
龍
』『
史
通
』、
甄
別

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

名
實
、
品
藻
流
別
、
爲
『
文
史
通
義
』
一
書

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
草
創
未
多
、
頗

用
自
賞
。（
前
後
を
鑑
み
る
に
、
鑑
識
眼
は
や
や
進
歩
し
た
も
の
の
記
憶
力
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は
ま
す
ま
す
衰
え
て
い
る
。
精
力
を
校
讎
の
学
に
傾
け
て
、
上
は
班
固
・
劉
歆

を
た
ず
ね
、
周
礼
に
起
源
を
も
と
め
、
下
は
『
文
心
雕
龍
』『
史
通
』
に
ま
で

及
ん
で
〔
諸
家
の
〕
名
実
・
流
別
を
明
ら
か
に
し
、『
文
史
通
義
』
の
一
書
を

な
し
た
。
創
見
は
多
く
な
い
が
、
自
分
で
は
評
価
し
て
い
る
。）」（
與
嚴
冬
友

侍
讀
書
）
と
い
う
記
述
か
ら
、
そ
こ
に
い
う
『
文
史
通
義
』
は

現
在
通
行
す
る
『
文
史
通
義
』
で
は
な
く
、『
校
讎
通
義
』
に

あ
た
る
著
述
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
当
否
は
不
明
と

い
う
ほ
か
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
章
学
誠
に
と
っ
て
文

史
と
校
讎
と
は
表
裏
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
確

か
で
あ
ろ
う
。

三
、
著
述
の
源
流

『
校
讎
通
義
』
が
著
述
の
淵
源
に
さ
か
の
ぼ
り
、
そ
の
流
別

を
あ
と
づ
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
既
に
触
れ
た
。

そ
の
冒
頭
に
置
か
れ
る
原
道
第
一
を
章
学
誠
は
無
文
字
時
代
か

ら
説
き
起
こ
し
て
い
る
九
。

古
無
文
字
、

0

0

0

0

結
縄
之
治
、0

易
之
書
契
、
聖
人
明
其
用
曰
、

0

0

0

0

0

0

0

0

「
百
官
以
治
、
萬
民
以
察
」。

0

0

0

0

0

0

0

0

0

夫
爲
治
爲
察
、0

所
以
宣
幽
隠
而

達
形
名
、0

蓋
不
得
已
而
爲
之
、
其
用
足
以
若
是
焉
斯
已
矣
。0

理
大
物
博
、
不
可
殫
也
、
聖
人
爲
之
立
官
分
守
、
而
文
字
亦

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

從
而
紀
焉

0

0

0

0

。
有
官
斯
有
法
、
故
法
具
於
官
、
有
法
斯
有
書
、

故
官
守
其
書
、
有
書
斯
有
學
、
故
師
傳
其
學
、
有
學
斯
有
業
、

故
弟
子
習
其
業
。
官
守
學
業
皆
出
於
一

0

0

0

0

0

0

0

0

、
而
天
下
以
同
文
爲

治
、
故
私
門
無
著
述
文
字

0

0

0

0

0

0

0

。
私
門
無
著
述
文
字
、
則
官
守
之

分
職
、
即
羣
書
之
部
次
、
不
復
別
有
著
録
之
法
也
。

（
太
古
に
は
文
字
は
な
か
っ
た
。
結
縄
に
よ
っ
て
治
め
て
い
た
も
の
を
、
書

契
〔
＝
文
字
〕
に
か
え
た
の
で
あ
る
が
、
聖
人
は
そ
の
効
用
を
明
ら
か
に

し
て
、「〔
文
字
に
よ
っ
て
〕
百
官
は
職
務
を
治
め
、
万
民
は
明
察
に
な
っ

た
。」
と
仰
っ
て
い
る
。
百
官
が
職
務
を
治
め
、
万
民
が
物
事
を
察
す
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、〔
文
字
が
〕
奥
深
い
事
柄
を
は
っ
き
り
と
さ
せ
て
名
実

を
一
致
さ
せ
る
手
段
だ
か
ら
で
あ
る
が
、
思
う
に
〔
聖
人
は
〕
時
勢
に
従
っ

て
そ
れ
を
用
い
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、〔
当
時
に
お
い
て
は
〕
文

字
の
効
用
は
た
だ
職
務
を
治
め
物
事
を
察
知
す
る
こ
と
の
み
で
、
そ
れ
さ

え
で
き
れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
理
は
至
大
で
あ
り
、
物
事
は
広
博
で

あ
る
か
ら
、
す
べ
て
を
窮
め
尽
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
聖
人
は
そ
こ
で

百
官
を
設
け
職
掌
を
分
担
さ
せ
た
。
こ
う
し
て
文
書
も
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
に

管
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
官
職
が
あ
れ
ば
各
々
に
儀
法
と
い
う
も
の

が
存
在
す
る
。
つ
ま
り
儀
法
は
そ
れ
ぞ
れ
の
官
職
に
具
わ
る
の
で
あ
る
。
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儀
法
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
記
し
た
書
物
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
職
官
が

各
々
そ
の
書
物
を
守
る
の
で
あ
る
。
書
物
が
あ
れ
ば
そ
れ
に
つ
い
て
の
学

問
が
存
在
す
る
。
そ
こ
で
師
が
そ
の
学
を
伝
承
す
る
。
学
問
が
あ
れ
ば
教

育
が
あ
る
。
そ
こ
で
弟
子
は
そ
の
教
育
を
受
け
る
の
で
あ
る
。
官
職
と
学

業
と
が
ど
ち
ら
も
ひ
と
と
こ
ろ
か
ら
で
る
。
こ
う
し
て
天
下
は
同
文
に
よ
っ

て
政
治
を
行
な
う
。
そ
の
た
め
に
私
門
に
は
著
述
と
い
う
も
の
が
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
私
門
に
著
述
が
な
け
れ
ば
百
官
の
分
掌
が
そ
の
ま
ま
群
書

の
分
類
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
以
外
に
著
録
の
法
と
い
う
も
の
も
な

か
っ
た
。）

章
学
誠
は
こ
こ
で
、『
周
易
』
や
『
説
文
解
字
』
を
援
用
し

て
、
文
字
は
そ
の
起
源
か
ら
政
治
の
た
め
の
も
の
と
し
て
あ
っ

た
こ
と
を
説
き
、
周
礼
的
な
官
僚
機
構
・
統
治
体
制
を
念
頭
に
、

古
代
に
お
い
て
書
物
は
職
掌
毎
に
つ
か
さ
ど
ら
れ
、
私
門
に
は

著
述
の
あ
り
え
な
か
っ
た
こ
と
、
し
た
が
っ
て
書
籍
の
分
類
も

官
司
の
分
掌
に
も
と
づ
い
て
な
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
、
を
主
張
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
職
掌
毎
に
つ
か
さ
ど
ら

れ
て
い
た
書
物
は
、
下
文
に
「
六
藝
非
孔
氏
之
書
、
乃
『
周

官
』
之
舊
典
也
。『
易
』
掌
太
ト
、『
書
』
藏
外
史
、『
禮
』
在

宗
伯
、『
樂
』
隸
司
樂
、『
詩
』
領
於
太
師
、『
春
秋
』
存
乎
國

史
。（
六
芸
は
孔
子
の
書
で
は
な
い
。『
周
官
』
に
記
さ
れ
た
官
職
の
掌
っ
て

い
た
旧
典
な
の
で
あ
る
。『
易
』
は
太
ト
に
よ
っ
て
掌
ら
れ
、『
書
』
は
外
史
に

よ
っ
て
保
管
さ
れ
、『
礼
』
は
宗
伯
の
と
こ
ろ
に
置
か
れ
、『
楽
』
は
司
楽
に
属

し
、『
詩
』
は
太
師
に
保
た
れ
、『
春
秋
』
は
国
史
に
保
存
さ
れ
た
。）」（
校
讎

通
義
・
原
道
一
之
二
）
と
続
く
よ
う
に
、「
六
藝
」
で
あ
っ
た
と
章

学
誠
は
考
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
『
文
史
通
義
』
に
も
「
六

經
皆
史
也
。
古
人
不
著
書
、
古
人
未
嘗
離
事
而
言
理
、
六
經
皆

先
王
之
政
典
也
。（
六
経
は
す
べ
て
史
官
の
記
録
で
あ
る
。
古
人
は
書
を

著
さ
な
か
っ
た
。
古
人
は
事
を
離
れ
て
理
を
語
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
六
経
は

み
な
先
王
の
政
治
に
関
す
る
記
録
な
の
で
あ
る
。）」（
易
教
上
）
と
記
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
章
学
誠
の
文
史
・
校
讎
の
学
の
根
幹
を
な
す
主

張
で
あ
っ
た
一
〇
。
理
想
と
も
い
う
べ
き
古
代
に
お
け
る
「
官

師
合
一
」「
治
教
無
二
」（
文
史
通
義
・
原
道
中
）
な
る
状
態
は
、

時
代
の
変
遷
と
と
も
に
、
官
司
が
職
掌
を
失
い
、
師
弟
に
よ
り

学
業
が
伝
承
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
破
ら
れ
た
と
す
る
の
も

同
様
で
あ
る
。
章
学
誠
は
『
漢
書
』
藝
文
志
の
記
述
か
ら
そ
れ

が
分
か
る
と
し
、
次
の
よ
う
に
続
け
る
。

劉
歆
蓋
深
明
乎
古
人
官
師
合
一
之
道
、
而
有
以
知
乎
私
門

初
無
著
述
之
故
也
。
何
則
。
其
敍
六
藝
而
後
、
次
及
諸
子
百
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家
、
必
云
某
家
者
流
、
蓋
出
古
者
某
官
之
掌
、
其
流
而
爲
某

氏
之
學
、
失
而
爲
某
氏
之
弊
。
其
云
某
官
之
掌
、
即
法
具
於

官
、
官
守
其
書
之
義
也
。
其
云
流
而
爲
某
家
之
學
、
即
官
司

失
職
、
而
師
弟
傳
業
之
義
也
。

（
お
も
う
に
劉
歆
は
古
代
に
は
官
制
と
学
問
と
が
ひ
と
つ
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
を
深
く
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
私
門
に
は
も
と
も

と
著
述
が
な
か
っ
た
理
由
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て

そ
の
こ
と
が
分
か
る
か
と
い
う
と
、
劉
歆
は
、
六
芸
に
つ
い
て
述
べ
、
次

に
諸
子
百
家
に
及
ん
で
い
る
が
、
そ
の
中
で
き
っ
と
「
某
家
者
流
は
、
古

代
に
お
い
て
は
某
官
の
職
掌
で
あ
っ
た
。
そ
の
流
れ
を
受
け
継
い
だ
の
が

某
氏
の
学
で
あ
り
、
そ
の
欠
点
が
某
氏
の
弊
と
な
っ
て
現
れ
た
の
で
あ
る
」

と
述
べ
て
い
る
。「
某
官
の
職
掌
で
あ
っ
た
」
と
い
う
の
は
、
つ
ま
り
儀
法

が
あ
る
官
職
に
具
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
官
は
そ
の
書
物
を
つ
か
さ
ど
っ
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
そ
の
流
れ
を
受
け
継
い
だ
の
が
某
家
の
学
で

あ
る
」
と
い
う
の
は
、
つ
ま
り
官
司
が
職
掌
を
失
っ
て
、
師
弟
に
よ
っ
て

学
業
が
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。）

（『
校
讎
通
義
』
原
道
一
之
三
）

『
漢
書
』
藝
文
志
に
は
、「
從
横
家
者
流
、
蓋
出
於
行
人
之
官
。

孔
子
曰
『
誦
詩
三
百
、
使
於
四
方
、
不
能
專
對
、
雖
多
亦
奚
以

爲
』。
又
曰
『
使
乎
、
使
乎
』。
言
其
當
權
事
制
宜
、
受
命
而
不

受
辭
、
此
其
所
長
也
。
及
邪
人
爲
之
、
則
上
詐
諼
而
棄
其
信
。

（
縦
横
家
は
、
行
人
の
官
〔
賓
客
や
使
者
の
接
待
を
職
掌
と
す
る
〕
に
由
来
す

る
も
の
で
あ
ろ
う
。
孔
子
は
「
詩
三
百
を
誦
し
て
四
方
に
使
い
す
る
際
、
自
分

独
り
の
考
え
で
応
対
で
き
な
け
れ
ば
、
多
く
の
詩
を
知
っ
て
い
て
も
何
の
役
に

立
つ
だ
ろ
う
か
。」
と
言
っ
て
い
る
。
ま
た｢

立
派
な
使
者
で
あ
る
、
こ
れ
こ
そ

使
者
で
あ
る
。」
と
も
言
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
事
に
当
た
る
に
は
臨
機
応
変

で
な
く
て
は
な
ら
ず
、
主
人
か
ら
命
は
受
け
て
も
〔
先
方
へ
伝
え
る
べ
き
具
体

的
な
〕
文
辞
は
受
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
点
が
縦
横
家
の
長
ず
る
所
で

あ
る
。
邪
悪
な
人
間
が
こ
れ
を
行
え
ば
、
詐
欺
に
傾
い
て
信
用
を
失
う
こ
と
に

な
る
。）」
な
ど
の
記
述
が
あ
っ
て
、
九
流
十
家
に
つ
い
て
、
一
々

そ
の
淵
源
を
古
代
の
官
制
に
求
め
て
い
る
。
章
学
誠
は
こ
こ
か

ら
、
周
代
、
官
司
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
た
書
物
が
そ
の
衰
退

と
と
も
に
私
門
（
具
体
的
に
は
孔
子
の
学
苑
が
想
定
さ
れ
て
い
る
）
に
流

れ
、
そ
れ
が
戦
国
時
代
に
諸
子
百
家
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
と
い

う
流
れ
を
導
き
出
し
た
の
で
あ
っ
た
（
こ
れ
を
逆
に
い
え
ば
、「
後
世

文
字
、
必
溯
源
於
六
藝
。」〔
校
讎
通
義
・
原
道
一
之
二
〕
と
い
う
こ
と
に
な

る
）。「
述
而
不
作
」（『
論
語
』
述
而
篇
）
と
孔
子
自
ら
が
述
べ
る

よ
う
に
、
孔
子
が
著
述
を
な
す
こ
と
は
あ
り
え
な
い
一
一
。
で
は
、

個
人
の
著
述
は
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
当
然
、

章学誠の著述観（上）
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「
著
述
至
戰
國
而
始
焉
。（
著
述
は
戦
国
時
代
に
な
っ
て
始
ま
っ
た
。）」

（
文
史
通
義
・
詩
教
上
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

戰
國
之
文
、

0

0

0

0

奇
袤
錯
出
而
裂
於
道
、0

人
知
之
。
其
源
皆
出

0

0

0

0

0

於
六
藝
、
人
不
知
也
。
後
世
之
文
、
其
體
皆
備
於
戰
國
、
人

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

不
知
。
其
源
多
出
於
詩
教
、
人
愈
不
知
也

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
知
文
體
備
於
戰

國
、
而
始
可
與
論
後
世
之
文
。
知
諸
家
本
於
六
藝
、
而
後
可

與
論
戰
國
之
文
。
知
戰
國
多
出
於
詩
教
而
後
可
與
論
六
藝
之

文
。
可
與
論
六
藝
之
文
、
而
後
可
與
離
文
而
見
道
。
可
與
離

文
而
見
道
、
而
後
可
與
奉
道
而
折
諸
家
之
文
也
。

戰
國
之
文
、
其
源
皆
出
於
六
藝
。

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

何
謂
也
。
曰
、
道
體
無

0

0

0

0

所
不
該
、
六
藝
足
以
盡
之
。
諸
子
之
為
書
、
其
持
之
有
故
而

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

言
之
成
理
者
、
必
有
得
於
道
體
之
一
端

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
而
後
乃
能
其
説
、

以
成
一
家
之
言
也

0

0

0

0

0

0

0

。
所
謂
一
端
者
、
無
非
六
藝
之
所
該
、
故

推
之
而
皆
得
其
所
本
、
非
謂
諸
子
果
能
服
六
藝
之
教
、
而
出

辭
必
衷
於
是
也
。『
老
子
』
説
本
陰
陽
、『
莊
』『
列
』
寓
言

假
象
、『
易
』
教
也
。
鄒
衍
侈
言
天
地
、
關
尹
推
衍
五
行
、

『
書
』
教
也
。
管
・
商
法
制
、
義
存
政
典
、『
禮
』
教
也
。

申
・
韓
刑
名
、
旨
歸
賞
罰
、『
春
秋
』
教
也
。
其
他
楊
・

墨
・
尹
文
之
言
、
蘇
・
張
、
孫
・
呉
之
術
、
辨
其
源
委
、
挹

其
旨
趣
、
九
流
之
所
分
部
、『
七
錄
』
之
所
敘
論
、
皆
於
物

曲
人
官
、
得
其
一
致
、
而
不
自
知
爲
六
典
之
遺
也
。

戰
國
之
文
、
既
源
於
六
藝
。
又
謂
多
出
於
『
詩
』
教
、
何

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

謂
也

0

0

。
曰
、
戰
國
者
、
縱
橫
之
世
也
。
縱
橫
之
學
、
本
於
古

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

者
行
人
之
官

0

0

0

0

0

。
觀
春
秋
之
辭
命
、
列
國
大
夫
、
聘
問
諸
侯
、

出
使
專
對
、
蓋
欲
文
其
言
以
達
旨
而
已
。
至
戰
國
而
抵
掌
揣

摩
、
騰
説
以
取
富
貴
、
其
辭
敷
張
而
揚
厲
、
變
其
本
而
加
恢

奇
焉
、
不
可
謂
非
行
人
辭
命
之
極
也
。
孔
子
曰
「
誦
詩
三
百
、

授
之
以
政
、
不
達
。
使
於
四
方
、
不
能
專
對
、
雖
多
奚
為
」。

是
則
比
興
之
旨
、
諷

0

0

0

0

0

喻0

之
義
、
固
行
人
之
所
肄
也

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
縱
橫
者

流
、
推
而
衍
之
、
是
以
能
委
折
而
入
情
、
微
婉
而
善
諷
也
。

（
戦
国
の
文
章
は
詭
弁
や
誇
張
が
溢
出
し
、
道
が
四
分
五
裂
し
た
と
い
う
こ

と
は
人
は
知
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
源
が
す
べ
て
六
藝
に
あ
る
と
い
う

こ
と
は
知
ら
な
い
で
い
る
。
後
世
の
文
体
が
戦
国
に
出
そ
ろ
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
も
知
ら
ず
、
そ
の
源
が
詩
の
教
え
に
あ
る
こ
と
は
ま
す
ま
す
知

ら
な
い
。
文
体
は
戦
国
に
出
そ
ろ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
は
じ
め
て
後
世
の

文
を
論
じ
る
こ
と
が
で
き
、
諸
子
が
六
藝
に
も
と
づ
く
こ
と
を
知
っ
て
よ

う
や
く
戦
国
の
文
を
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
戦
国
の
文
の
多
く
が
詩
の

教
え
か
ら
出
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
そ
の
後
に
六
藝
の
文
を
論
じ
る
こ
と

が
で
き
、
六
藝
の
文
を
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
よ
う
や
く
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文
章
を
離
れ
て
道
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
文
章
を
離
れ
て
道

を
見
る
こ
と
が
で
き
て
は
じ
め
て
道
を
奉
じ
て
諸
子
の
文
章
を
折
衷
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

戦
国
の
文
章
の
源
が
六
藝
に
で
て
い
る
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

道
体
に
は
行
き
渡
ら
な
い
も
の
は
な
い
が
、
六
藝
は
そ
れ
を
十
分
に
尽
く

す
こ
と
が
で
き
た
。
諸
子
が
書
を
な
し
て
、
そ
の
主
張
に
根
拠
が
あ
り
、

発
言
に
理
屈
が
あ
る
の
は
、
必
ず
そ
れ
が
道
体
の
一
端
を
獲
得
し
て
い
る

か
ら
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
各
自
が
説
を
思
う
よ
う
に
発
展
さ
せ
て
一
家

の
言
を
な
し
た
の
で
あ
る
。
一
端
と
い
う
の
は
、
六
藝
に
は
及
ば
な
い
と

こ
ろ
は
な
い
た
め
に
、
辿
っ
て
い
け
ば
す
べ
て
も
と
づ
く
と
こ
ろ
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
諸
子
が
し
っ
か
り
六
藝
の
教
え
に
服
し
て
い
る
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
発
言
に
は
か
な
ら
ず
六
藝
に
か
な
う
部
分

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
老
子
』
の
説
が
陰
陽
に
も
と
づ
き
、『
荘

子
』『
列
子
』
が
寓
言
・
仮
象
す
る
の
は
、『
易
』
の
教
え
で
あ
る
。
鄒
衍

が
天
地
を
壮
語
し
、
関
尹
が
五
行
を
演
繹
す
る
の
は
『
書
』
の
教
え
で
あ
る
。

管
仲
・
商
鞅
の
法
制
の
義
は
政
典
に
あ
り
、『
礼
』
の
教
え
で
あ
る
。
申
不

害
・
韓
非
の
刑
名
の
意
は
賞
罰
に
あ
り
、『
春
秋
』
の
教
え
で
あ
る
。
そ
の

ほ
か
、
楊
朱
・
墨
翟
・
尹
文
子
の
発
言
、
蘇
秦
・
張
儀
・
孫
武
・
呉
起
の

術
数
に
つ
い
て
も
、
そ
の
本
末
を
辨
じ
、
そ
の
趣
旨
を
汲
め
ば
、〔『
七
略
』

『
漢
書
』
藝
文
志
に
お
け
る
〕
諸
子
九
流
の
分
類
や
『
七
録
』
の
叙
述
が
、

す
べ
て
人
事
万
般
に
わ
た
る
古
の
諸
制
度
に
合
致
す
る
の
に
、
自
ら
は
六

典
の
遺
裔
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
で
い
る
の
で
あ
る
。

戦
国
の
文
章
が
六
藝
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
そ
れ
が
詩

の
教
え
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
戦
国
は

縦
横
の
時
代
で
あ
る
。
縦
横
の
学
は
古
代
の
行
人
の
官
に
由
来
す
る
。
春

秋
時
代
の
外
交
交
渉
に
お
け
る
応
対
を
見
る
に
、
各
国
の
大
夫
は
諸
侯
を

訪
問
す
れ
ば
使
節
と
し
て
一
人
で
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
発
言
を
飾
っ

て
意
図
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
伝
え
よ
う
と
し
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ

う
。
戦
国
時
代
に
な
る
と
談
論
風
発
し
て
相
手
の
気
持
ち
を
推
し
量
り
、

自
説
を
打
ち
上
げ
て
富
貴
を
め
ざ
す
よ
う
に
な
り
、
そ
の
言
葉
は
誇
張
さ

れ
過
激
に
な
り
、
本
来
の
あ
り
方
を
変
化
さ
せ
奇
抜
さ
を
加
え
た
の
で
あ
っ

た
が
、
そ
う
な
る
と
も
は
や
行
人
の
弁
舌
の
極
致
と
い
う
こ
と
は
で
き
な

い
。
孔
子
は
、
詩
三
百
を
誦
し
て
い
て
も
、
政
務
を
委
ね
ら
れ
て
責
任
が

果
た
せ
ず
、
四
方
に
使
い
し
て
自
身
の
考
え
で
応
対
で
き
な
け
れ
ば
、
多

く
の
詩
を
知
っ
て
い
て
も
何
の
役
に
立
つ
だ
ろ
う
か
、
と
仰
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
比
興
の
趣
旨
、
諷
諭
の
意
義
が
も
と
よ
り
行
人
の
本
領
と
す
る
と

こ
ろ
だ
か
ら
で
あ
る
。
縦
横
家
の
流
れ
は
こ
れ
を
発
展
さ
せ
た
た
め
、
委

曲
を
尽
く
し
て
人
情
の
機
微
を
穿
ち
、
微
妙
で
婉
曲
な
表
現
に
よ
る
諷
諭

に
長
じ
た
の
で
あ
る
。）

（『
文
史
通
義
』
詩
教
上
）
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こ
こ
で
章
学
誠
は
、
戦
国
の
著
述
の
淵
源
は
六
藝
に
も
と
め
ら

れ
る
こ
と
、
六
藝
は
道
体
を
具
備
し
て
い
た
こ
と
、
六
藝
の
流

れ
を
汲
む
諸
子
は
そ
れ
ぞ
れ
道
の
一
端
を
持
し
て
お
り
、
後
世
、

そ
れ
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
家
の
言
を
な
し
た
こ
と
、

な
ど
を
述
べ
、
諸
子
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
を
改
め
て
六
藝
と
関
連

づ
け
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
戦
国
の
著
述
の
淵
源
を
『
詩

経
』
に
見
出
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
先
ほ
ど
み

た
『
漢
書
』
藝
文
志
諸
子
略
の
縦
横
家
に
関
す
る
記
述
を
根
拠

に
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
縦
横
家
に
限
定
せ
ず
、
諸
子
全

体
の
淵
源
を
詩
（
の
教
え
）
に
求
め
、
比
興
、
諷
諭
に
そ
の
働
き

を
認
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ま
た
、

「
學
者
惟
拘
聲
韻
之
爲
詩
而
不
知
言
情
達
志
、
敷
陳
諷
諭
、
抑

0

0

0

0

0

0

0

0

0

揚
涵
泳
之
文
、
皆
本
於
詩
教

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。（
学
ぶ
者
は
た
だ
韻
律
を
な
す
の
が
詩

で
あ
る
と
の
考
え
に
拘
泥
す
る
ば
か
り
で
、
情
を
述
べ
志
を
表
す
も
の
、
事
柄

を
詳
述
し
相
手
を
諷
諫
す
る
も
の
、
抑
揚
を
つ
け
深
く
心
情
に
染
み
い
る
文
章

は
す
べ
て
詩
教
に
も
と
づ
く
も
の
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
い
で
い
る
。）」（
詩

教
下
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
確
か
め
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
そ
こ

に
は
、
戦
国
時
代
の
諸
子
に
も
依
然
と
し
て
先
王
の
政
典
で

あ
っ
た
（
と
章
学
誠
が
考
え
る
）
六
藝
に
込
め
ら
れ
た
遺
制
の
残
響

を
求
め
よ
う
と
す
る
章
学
誠
の
姿
勢
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。

四
、
校
讎
的
思
考
法

前
節
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
章
学
誠
の
描
く
学
術
史
・

著
述
史
は
、
劉
向
『
七
略
』、
班
固
『
漢
書
』
藝
文
志
の
影
響

を
強
く
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
一
二
。
そ
れ
は
校
讎
的
思
考
と

で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
本
節
で
は
、
改
め
て
、
そ
の

特
長
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
た
い
。

第
一
に
、
学
術
の
変
遷
を
必
然
、
不
可
避
の
も
の
と
考
え
る

こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
み
た
も
の
の
中
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
章

学
誠
の
文
章
に
は
、「
勢
之
不
得
不
然
也
」「
勢
之
不
得
已
」

「
不
得
不
然
之
勢
」「
自
然
之
勢
」「
勢
使
然
也
」
な
ど
の
語
が

頻
出
す
る
。
た
と
え
ば
、『
七
略
』
の
六
部
分
類
か
ら
後
世
の

四
部
分
類
へ
の
変
化
に
つ
い
て
、「『
七
略
』
之
流
而
爲
四
部

0

0

0

0

0

0

0

0

、

如
篆
隸
之
流
而
爲
行
楷
、
皆
勢
之
所
不
容
已
者
也

0

0

0

0

0

0

0

0

0

一
三
。
…
…

凡
一
切
古
無
今
有
、
古
有
今
無
之
書
、
其
勢
判
如
霄
壌
、
又
安

得
執
『
七
略
』
之
成
法
、
以
部
次
近
日
之
文
章
乎
。（『
七
略
』
の

六
部
分
類
が
四
部
へ
と
変
化
し
た
の
は
、
篆
書
・
隸
書
が
や
が
て
行
書
・
楷
書

と
な
っ
た
よ
う
な
も
の
で
、
い
ず
れ
も
趨
勢
の
止
め
得
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
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…
…
す
べ
て
古
代
に
な
く
現
在
あ
る
書
籍
が
あ
り
、
ま
た
古
代
に
あ
っ
て
現
在

な
い
書
籍
が
あ
り
、
そ
の
趨
勢
は
天
と
地
の
よ
う
に
は
っ
き
り
わ
か
れ
て
い
る
。

ど
う
し
て
『
七
略
』
既
存
の
方
法
に
よ
っ
て
、
近
時
の
文
章
を
分
類
・
配
列
で

き
よ
う
か
。）」（
校
讎
通
義
・
宗
劉
）
と
述
べ
て
い
る
の
は
そ
の
端
的

な
例
で
あ
る
一
四
。
六
藝
が
先
王
の
政
典
で
あ
っ
た
と
考
え
る

章
学
誠
に
と
っ
て
、「
官
師
合
一
」「
治
教
無
二
」
な
る
状
態
は
、

政
治
と
学
問
に
お
け
る
理
想
の
か
た
ち
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
こ

に
戻
れ
と
い
う
よ
う
な
復
古
的
主
張
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、「
夫
道
備
於
六
經
、
義
蘊
之
匿
於
前
者
、
章

句
訓
詁
足
以
發
明
之
。
事
變
之
出
於
後
者
、
六
經
不
能
言
、
固

貴
約
六
經
之
旨
、
而
隨
時
撰
述
以
究
大
道
也
。（
そ
も
そ
も
道
は
六

経
に
備
わ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、〔
六
経
中
に
〕
含
蓄
さ
れ
た
六
経
成
立
以
前
の
義
に

つ
い
て
は
、
章
句
訓
詁
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
で
き
る
。〔
し
か
し
〕
状
況
が
変
化
し
た

後
の
事
柄
に
つ
い
て
は
六
経
は
言
及
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
六
経
の
主
旨
を

約
取
し
て
時
勢
に
応
じ
て
撰
述
を
し
、
大
道
を
究
め
る
こ
と
が
尊
ば
れ
る
の
で
あ
る
。）」

（
文
史
通
義
・
原
道
下
）
と
、
六
経
で
す
ら
、
完
全
に
は
時
宜
の
変

化
に
対
応
し
得
な
い
と
ま
で
言
い
放
つ
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
「
私
門
の
著
述
」
の
積
極
的
肯
定
と
も
繋
が
っ
て

い
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
節
で
ふ
た
た
び
論
ず

る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
、
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
主
張
は
、
六

経
を
先
王
の
政
典
と
す
る
章
学
誠
の
立
場
か
ら
必
然
的
に
も
た

ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
の
み
を
確
認
し
て
お
き
た
い
一
五
。

第
二
に
、
折
衷
・
相
補
的
視
点
で
あ
る
。『
漢
書
』
藝
文
志

に
お
い
て
そ
れ
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
の
が
以
下
に
引
く
諸

子
略
の
序
で
あ
る
。
章
学
誠
が
『
漢
書
』
藝
文
志
の
影
響
を
濃

厚
に
受
け
て
い
る
こ
と
、
容
易
に
看
取
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

諸
子
十
家
、
其
可
觀
者
九
家
而
已
。
皆
起
於
王
道
既
微
、

諸
侯
力
政
、
時
君
世
主
、
好
悪
殊
方
。
是
以
九
家
之
術
蠭
出

並
作
、
各
引
一
端
、
崇
其
所
善
、
以
此
弛
説
、
取
合
諸
侯
。

其
言
雖
殊
、
辟
猶
水
火
、
相
滅
亦
相
生
也
。
仁
之
與
義
、
敬

之
與
和
、
相
反
而
皆
相
成
也
。

易
曰
「
天
下
同
帰
而
殊
塗
、
一
致
而
百
慮
。」
今
異
家
者

各
推
所
長
、
窮
知
究
慮
、
以
明
其
指
、
雖
有
蔽
短
、
合
其
要

帰
、
亦
六
経
之
支
與
流
裔
。
使
其
人
遭
明
王
聖
主
、
得
其
所

折
中
、
皆
股
肱
之
材
已
。

仲
尼
有
言
「
礼
失
而
求
諸
野
。」
方
今
去
聖
久
遠
、
道
術

缺
廃
、
無
所
更
索
、
彼
九
家
者
，
不
猶
瘉
於
野
乎
。
若
能
修

六
藝
之
術
、
而
觀
此
九
家
之
言
、
舎
短
取
長
、
則
可
以
通
萬

方
之
略
矣
。
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（
諸
子
の
十
家
の
う
ち
、
観
る
べ
き
者
は
〔
小
説
家
を
除
く
〕
九
家
の
み
で

あ
る
。
九
家
は
み
な
王
道
が
衰
微
し
、
諸
侯
が
武
力
に
よ
る
政
治
を
お
こ

な
っ
た
当
時
、
君
主
た
ち
の
好
み
が
人
ご
と
に
か
け
離
れ
て
い
た
た
め
に

お
こ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
九
家
の
学
説
が
蜂
の
巣
を
つ
つ
い
た
よ
う
に
並

び
起
こ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
王
道
の
一
端
を
引
い
て
、
そ
の
優
れ
た
点
を
主

張
す
る
こ
と
で
諸
侯
に
取
り
立
て
ら
れ
よ
う
と
し
た
。
九
家
の
主
張
は
異

な
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
れ
は
水
と
火
と
が
互
い
に
滅
ぼ
し
、
互
い
に

生
み
あ
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
仁
と
義
と
が
、
敬
と
和
と
が
、

相
反
し
つ
つ
相
互
に
成
立
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

易
の
繋
辞
伝
に
は
「
天
下
は
同
じ
場
所
に
帰
着
す
る
が
方
途
を
異
に
し
、

同
じ
結
論
に
至
る
に
も
考
え
方
は
百
通
り
」
と
あ
る
。
今
、
学
派
を
異
に

す
る
学
者
た
ち
は
、
各
々
そ
の
長
ず
る
所
を
推
し
進
め
、
知
慮
を
尽
く
し
て
、

そ
の
要
旨
を
明
ら
か
に
す
る
。
短
所
は
あ
る
も
の
の
窮
極
は
道
に
合
致
し

て
お
り
、
や
は
り
六
経
の
支
流
後
裔
な
の
で
あ
る
。
九
家
の
学
者
を
明
王

聖
主
に
遭
わ
せ
て
、
そ
の
学
説
を
折
衷
さ
せ
れ
ば
、
い
ず
れ
も
王
者
の
手

足
と
し
て
信
頼
す
べ
き
人
材
と
な
ろ
う
。

孔
子
は
、「
礼
が
失
わ
れ
た
な
ら
野
に
求
め
よ
」
と
仰
っ
た
。
今
や
聖
人

を
去
る
こ
と
遠
く
、
六
経
の
道
術
も
損
な
わ
れ
、
ほ
か
に
求
め
る
手
立
て

も
な
い
。
こ
の
九
家
は
そ
れ
を
野
に
求
め
る
よ
り
も
優
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
六
藝
の
道
術
を
修
め
る
に
、
九
家
の
主
張
を
観
て
、
そ
の
短
所

を
捨
て
て
長
所
を
採
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
方
略
に
通
じ
る
こ
と
が
で
き
る
で

あ
ろ
う
。）

当
然
の
こ
と
、
両
者
は
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
。
校
讎
的
思

考
は
、
個
別
を
全
体
の
中
で
位
置
づ
け
る
と
い
う
点
で
体
系

的
・
包
括
的
で
あ
り
、
物
事
を
流
れ
の
中
で
把
握
す
る
と
い
う

点
で
俯
瞰
的
・
歴
史
的
で
あ
る
が
、
こ
れ
こ
そ
、「
考
鏡
源
流
」

「
辨
章
学
術
」
と
い
う
、
章
学
誠
が
校
讎
之
学
に
見
出
し
た
意

義
か
ら
生
じ
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
思
考
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
、
戦
国
か
ら
漢
初
に
か
け
て
行
わ
れ
た
諸
子

の
思
想
的
闘
争
、
ま
た
、
そ
れ
を
通
し
て
の
思
想
の
総
合
化
に

よ
っ
て
醸
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
夙
に
『
荘
子
』
天
下
篇
や

『
史
記
』
太
史
公
自
序
中
の
六
家
要
旨
に
も
み
ら
れ
る
も
の
で

あ
り
、『
漢
書
』
藝
文
志
は
そ
の
終
点
に
立
っ
て
儒
家
の
立
場

か
ら
諸
思
想
を
総
括
し
た
も
の
と
み
な
し
て
よ
い
。
こ
こ
で
特

に
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
章
学
誠
に
お
い
て
、
こ
の
校
讎

的
思
考
が
、
道
の
遍
在
と
と
も
に
個
の
偏
向
を
積
極
的
に
肯
定

す
る
機
縁
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

學
問
之
事
、
非
以
爲
名
。
經
經
史
緯
、
出
入
百
家
、
途
轍

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
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不
同
、
同
期
於
明
道
也

0

0

0

0

0

0

0

0

。
道
非
必
襲
天
人
性
命
、
誠
正
治
平
、

如
宋
人
之
別
以
道
學
爲
名
、
始
謂
之
道
。
文
章
、
學
問
、
毋

0

0

0

0

0

論
偏
全
平
奇
、
爲
所
當
然
而
又
知
其
所
以
然
者
、
皆
道
也

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

（
学
問
の
あ
り
方
は
、〔
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
〕
名
付
け
ら
れ
る
も

の
で
は
な
い
。
経
は
縦
糸
、
史
は
横
糸
で
あ
り
、
諸
家
を
往
来
し
、
方
途

を
異
に
し
て
も
、
と
も
に
道
を
明
ら
め
る
こ
と
を
期
す
の
で
あ
る
。
道
と

い
う
も
の
は
、
き
っ
と
天
人
性
命
を
襲
い
、
誠
意
・
正
心
・
治
国
・
平
天

下
と
段
階
を
踏
む
、
宋
人
が
別
に
道
学
を
も
っ
て
名
付
け
た
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
て
は
じ
め
て
道
と
呼
ぶ
の
で
は
な
い
。
文
章
も
学
問
も
、
偏
頗
で

も
全
面
的
で
も
平
凡
で
も
奇
抜
で
も
、
ま
さ
に
然
る
べ
き
所
を
な
し
、
然

る
所
以
を
知
る
も
の
は
、
す
べ
て
道
な
の
で
あ
る
。）

（
與
朱
滄
湄
中
翰
論
學
書
）

章
学
誠
は
、
縦
糸
で
あ
る
経
、
横
糸
で
あ
る
史
、
ま
た
そ
の

展
開
で
あ
る
百
家
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
経
路
を
異
に
し
て
い

て
も
、
そ
の
目
的
は
い
ず
れ
も
「
明
道
」
に
あ
る
と
し
、
そ
れ

を
目
指
す
も
の
で
あ
れ
ば
、
偏
全
平
奇
に
よ
ら
ず
、
そ
れ
を
道

と
し
て
認
め
て
い
る
。
そ
れ
は
、
ど
の
よ
う
な
立
場
も
道
そ
の

も
の
で
は
な
い
が
、
道
の
あ
ら
わ
れ
の
一
端
に
は
ち
が
い
な
い

か
ら
で
あ
る
一
六
。
こ
の
よ
う
な
校
讎
的
思
考
は
、
当
然
、
当

時
の
学
問
・
著
述
に
対
し
て
も
同
様
に
働
く
こ
と
に
な
る
。
次

節
で
は
そ
の
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
待
続
）

参
考
文
献

［
年
譜
］

内
藤
湖
南
「
章
實
齋
先
生
年
譜
」（『
内
藤
湖
南
全
集
』
第
七
巻
、
筑
摩
書
房
、

一
九
七
〇
年
、
も
と
一
九
二
〇
年
）

姚
名
達
「
會
稽
章
實
齋
先
生
年
譜
」（『
國
學
月
報
』
第
二
卷
第
四
期
、
一
九

二
七
年
）

胡
適
著
・
姚
名
達
訂
補
『
章
實
齋
先
生
年
譜
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
二

九
年
）

呉
孝
琳
「
章
實
齋
年
譜
補
正
」（『
説
文
月
刊
』
第
二
巻
第
九
期
～
十
二
期
、

一
九
四
〇
～
一
九
四
一
年
）

呉
天
任
「
胡
著
姚
訂
章
實
齋
年
譜
商
榷
」（『
章
實
齋
的
史
學
』、
東
南
書
局
、

一
九
五
八
年
）

王
重
民
「
章
学
誠
大
事
年
表
」（『
校
讎
通
義
通
解
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
八
七
年
）
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［
テ
キ
ス
ト
・
注
解
］

影
印
『（
劉
氏
嘉
業
堂
刊
）
章
氏
遺
書
』（
漢
聲
出
版
社
、
一
九
七
三
年
）

葉
長
青
『
文
史
通
義
注
』（
華
東
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
、
も
と
、

一
九
三
五
年
）

葉
瑛
『
文
史
通
義
校
注
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
四
年
）

倉
修
良
『
文
史
通
義
新
編
新
注
』（
浙
江
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）

呂
思
勉
「
文
史
通
義
評
」（『
史
学
四
種
』、
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
八
一
年
）

程
千
帆
『
文
論
十
箋
』（
黒
龍
江
人
民
出
版
社
、
一
九
八
三
年
）

王
重
民
『
校
讎
通
義
通
解
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）

［
専
著
・
専
論
］

呉
天
任
『
章
實
齋
的
史
學
』（
東
南
書
局
、
一
九
五
八
年
）

余
英
時
『
論
戴
震
与
章
学
誠
』
増
訂
本
（
三
聯
書
店
、
二
〇
一
二
年
、
も
と
、

一
九
七
六
年
）

倉
修
良
『
章
学
誠
和
文
史
通
義
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
四
年
）

山
口
久
和
『
章
学
誠
の
知
識
論
―
考
證
學
批
判
を
中
心
と
し
て
』（
創

文
社
、
一
九
九
八
年
）

内
藤
湖
南
「
章
学
誠
の
史
学
」（『
支
那
史
学
史
』
附
録
、『
内
藤
湖
南
全
集
』

第
十
一
巻
、
一
九
六
九
年
、
も
と
、
一
九
二
八
年
）

錢
穆
「
章
實
齋
」（『
中
國
近
三
百
年
學
術
史
』、
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
、
も

と
一
九
三
七
年
）

岡
崎
文
夫
「
章
學
誠
：
其
人
と
其
學
」（『
東
洋
史
研
究
』
八

－

一
、
一
九

四
三
年
）

高
田
淳
「
章
学
誠
の
史
学
思
想
に
つ
い
て
」（『
東
洋
学
報
』
四
七

－

一
、

東
洋
文
庫
、
一
九
六
四
年
）

増
井
経
夫
「
章
学
誠
」（『
ア
ジ
ア
の
歴
史
と
歴
史
家
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九

六
六
年
）

島
田
虔
次
『
中
国
思
想
史
の
研
究
』
改
装
版
（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、

二
〇
〇
五
年
）

「
歴
史
的
理
性
批
判
―
「
六
経
皆
史
」
の
説
―
」（『
岩
波
講
座
哲
学
四　

歴
史
の
哲
学
』、
岩
波
書
店
、
一
九
六
九
年
）

「
章
学
誠
の
位
置
」（『
東
方
学
報
』
四
一
、
一
九
七
〇
年
）

川
勝
義
雄
「
文
史
通
義
」（
中
国
文
明
選
『
史
学
論
集
』、
朝
日
新
聞
社
、
一

九
七
三
年
）

河
田
悌
一
「
同
時
代
人
の
眼
―
章
学
誠
の
戴
震
観
」（『
中
国
哲
学
史
の

展
望
と
模
索
』、
創
文
社
、
一
九
七
六
年
）

河
田
悌
一
「
清
代
学
術
の
一
側
面
―
朱
筠
、
邵
晉
涵
、
洪
亮
吉
そ
し
て
章
學

誠
」（『
東
方
學
』
第
五
十
七
輯
、
一
九
七
九
年
）

河
田
悌
一
「
乾
嘉
の
士
大
夫
と
考
證
學
―
袁
枚
、
孫
星
衍
、
戴
震
そ

し
て
章
學
誠
」（『
東
洋
史
研
究
』
四
二

－

四
、
一
九
八
四
年
）

増
井
経
夫
「
文
史
通
義
」（『
中
国
の
歴
史
書
』、
刀
水
書
房
、
一
九
八
四
年
）
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王
重
民
「
章
学
誠
的
目
録
学
」（『
中
国
目
録
学
史
論
叢
』、
中
華
書
局
、
一

九
八
四
年
）

井
上
進
「
六
経
皆
史
説
の
系
譜
」（『
明
清
学
術
変
遷
史
』、
平
凡
社
、
二
〇

一
一
年
、
も
と
、
一
九
九
六
年
）

井
上
進
「
内
藤
湖
南
蔵
本
『
文
史
校
讐
通
義
』
記
略
」（『
書
林
の
眺
望
』、

平
凡
社
、
二
〇
〇
六
年
、
も
と
、
一
九
九
七
年
）

稲
葉
一
郎
「
章
学
誠
と
『
文
史
通
義
』」（『
中
国
史
学
史
の
研
究
』、
京
都

大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
）

注
釈

一  

胡
適
「
章
学
誠
年
譜
序
」（
胡
適
著
・
姚
名
達
訂
補
『
章
實
齋
先
生
年
譜
』、

商
務
印
書
館
、
一
九
二
九
年
）
に
「『
文
獻
徵
存
錄
』
裏
確
有
幾
行
小
傳
、

但
把
他
的
姓
改
成
了
張
字
、
所
以
『
耆
獻
類
徵
』
里
祇
有
張
學
誠
、

而
没
有
章
學
誠
。」
と
あ
る
。

二 

章
学
誠
の
「
聖
人
は
衆
人
に
学
ぶ
」
な
ど
と
い
う
発
言
が
清
末
の
梁

啓
超
や
章
炳
麟
な
ど
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
て
い
た
と
い
う
指
摘
は
す

で
に
島
田
虔
次
や
山
口
久
和
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。

三 

前
掲
『
章
實
齋
先
生
年
譜
』
に
は
、「
實
齋
終
是
一
個
文
史
家
而
非

史
家
、
故
他
一
面
提
倡
掌
故
的
重
要
而
一
面
又
嫌
…
…
各
史
的
志
書

太
詳
細
了
。」
と
あ
り
、
錢
穆
『
中
國
近
三
百
年
學
術
史
』（
商
務
印

書
館
、
一
九
三
七
年
）
に
も
、「
實
齋
著
述
最
大
者
、
爲
文
史
・
校
讎
兩

通
義
、
近
代
學
者
、
亦
率
以
文
史
家
目
之
。」
と
あ
る
の
が
注
意
を

引
く
も
の
の
、『
書
目
答
問
補
正
』
附
「
国
朝
著
述
諸
家
姓
名
略
」

で
は
史
学
家
に
列
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
方
が
よ
り
一
般
的
な
評
価

で
あ
ろ
う
。

四

「
上
朱
中
堂
世
叔
書
」（『
章
氏
遺
書
』
外
集
一
）
に
「
近
刻
數
篇
呈
誨
。

題
似
説
經
、
而
文
實
論
史
。
議
者
頗
譏
小
子
攻
史
而
強
説
經
、
以
爲

有
意
爭
衡
、
此
不
足
辨
也
。」
と
あ
る
。

五 

高
田
淳
「
章
学
誠
の
史
学
思
想
に
つ
い
て
」（『
東
洋
学
報
』
四
七

－

一
、

東
洋
文
庫
、
一
九
六
四
年
）
は
両
通
義
の
成
立
お
よ
び
関
係
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

校
讐
と
文
史
と
の
別
は
、
章
学
誠
が
始
め
か
ら
そ
の
二
部
門
の

構
想
を
も
ち
、
両
者
併
存
し
て
著
述
が
進
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
。

乾
隆
四
十
六
年
に
河
南
よ
り
の
帰
途
盗
に
遭
っ
て
失
わ
れ
た
の
が

校
讎
通
義
で
そ
れ
と
共
に
四
十
四
歳
以
前
の
草
稿
も
失
わ
れ
た
と

い
う
。
校
讐
通
義
は
友
人
の
抄
本
に
よ
り
そ
の
四
分
の
三
が
復
元

さ
れ
、
現
在
そ
の
内
容
を
ほ
ぼ
知
り
う
る
が
、
そ
こ
に
示
さ
れ
た

荘
子
天
下
篇
及
び
劉
向
劉
歆
の
別
録
七
略
そ
し
て
そ
れ
を
受
け
た

班
固
の
漢
書
藝
文
志
の
先
秦
学
術
思
想
の
見
方
は
、
そ
の
ま
ま
文

史
通
義
に
受
け
つ
が
れ
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
文
史
通
義
も

章学誠の著述観（上）

（40）

－61－



始
め
か
ら
一
定
の
形
を
な
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
癸

卯
録
存
（
一
七
八
三
）・
甲
辰
存
録
（
一
七
八
四
）・
申
冬
酉
春
帰
扐
草

（
一
七
八
八
～
一
七
八
九
）・
庚
戌
鈔
存
雑
文
（
一
七
九
〇
）
な
ど
そ
の

年
々
に
ま
と
め
ら
れ
た
論
文
全
体
に
つ
い
て
つ
け
ら
れ
た
名
で
あ

る
。
従
っ
て
、
か
れ
の
生
存
中
に
お
い
て
も
そ
れ
ま
で
の
主
要
論

文
を
自
ら
撰
し
て
文
史
通
義
の
名
を
冠
し
た
も
の
も
あ
り
、
ま
た

朱
少
白
撰
の
文
史
通
義
も
あ
っ
た
（
報
孫
淵
如
書
）。
そ
し
て
か
れ

の
死
後
も
多
く
の
文
史
通
義
が
編
ま
れ
た
が
、
そ
の
内
容
は
同
じ

で
は
な
い
。
た
だ
た
し
か
な
こ
と
は
章
学
誠
が
校
讐
通
義
以
後
の

地
方
志
編
修
以
外
の
著
述
全
体
に
対
し
て
文
史
通
義
と
い
う
名
の

下
に
ま
と
め
る
意
の
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
比
較
的
に
理

論
的
構
成
を
も
つ
か
れ
の
著
述
も
、
従
っ
て
、
最
終
的
に
自
ら
の

立
論
を
組
織
的
な
も
の
と
し
て
並
べ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ

ぞ
れ
の
論
題
に
ふ
れ
て
自
ら
の
意
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
方
法

に
よ
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
校
讐
通
義
と
文
史
通
義
は
年
代
の
差

で
あ
る
が
、
ま
た
自
己
の
説
を
文
史
の
名
の
下
に
統
べ
る
考
え
方

が
校
讐
通
義
を
包
ん
で
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。

六 

ま
た
、
山
口
は
、「
彼
が
そ
の
主
著
た
る
『
文
史
通
義
』
で
主
張
し

た
の
は
、
経
・
史
・
子
・
集
の
総
合
と
し
て
の
文
史
の
学
で
あ
り
、

四
部
の
分
類
が
端
的
に
示
す
よ
う
に
経
学
の
軛
の
下
に
拘
束
さ
れ
続

け
て
き
た
諸
学
の
解
放
で
あ
っ
た
」
と
も
い
う
。

七 

「
文
史
星
曆
、
近
乎
卜
祝
之
間
、
固
主
上
所
戲
弄
、
倡
優
畜
之
、
流

俗
之
所
輕
也
。」（
司
馬
遷
「
報
任
安
書
」）、「
其
文
史
則
有
袁
（
宏
）
殷

（
仲
文
）
之
曹
、
孫
（
盛
）
干
（
寳
）
之
輩
。」（
劉
勰
『
文
心
雕
龍
』
時
序
篇
）。

八 

文
史
は
、
文
の
史
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
目
録
に
お
け
る
類
目
と
し

て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
文
史
類
を
は
じ
め
て
立
て
た
の
は
王
堯

臣
・
欧
陽
脩
等
『
崇
文
總
目
』
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
倉
石
武

四
郎
は
、「（『
崇
文
總
目
』
で
は
）
こ
れ
ま
で
総
集
の
終
わ
り
に
あ
っ
た

劉
勰
の
『
文
心
雕
龍
』
や
鍾
嶸
の
『
詩
品
』
な
ど
が
始
め
て
一
類

（
文
史
類
）
と
し
て
立
て
ら
れ
た
。
…
…
劉
知
幾
の
『
史
通
』
の
如
き

は
同
じ
欧
陽
脩
の
撰
と
称
す
る
『
新
唐
志
』
で
は
文
史
類
に
見
え
て

い
る
が
こ
の
書
物
（
崇
文
總
目
）
で
は
雑
史
類
下
に
入
っ
て
い
る
。」

（『
目
録
学
』、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
一
九
七
三
年
）
と
述
べ
て
い
る
。

『
文
心
雕
龍
』『
史
通
』
は
と
も
に
、
章
学
誠
の
学
問
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
お
り
、『
文
史
通
義
』
の
文
史
は
、
両
書
を
文
史
類
に
収

め
て
い
る
「
新
唐
志
」（
ま
た
、
同
じ
く
両
書
を
文
史
類
に
配
し
て

い
る
陳
振
孫
『
直
齋
書
録
解
題
』）
に
も
と
づ
い
た
も
の
と
い
う
可

能
性
も
排
除
で
き
な
い
よ
う
に
お
も
う
。
現
在
、
多
く
の
目
録
は

『
文
史
通
義
』
を
史
評
類
に
配
し
て
い
る
。
史
評
類
を
は
じ
め
て
立

て
た
晁
公
武
『
郡
斎
読
書
志
』
は
、「
前
世
史
部
中
有
史
抄
類
而
集
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部
中
有
文
史
類
。
今
世
抄
節
之
學
不
行
而
論
説
者
為
多
。
故
自
文
史

類
内
摘
出
論
史
者
為
史
評
附
史
部
而
廢
史
抄
。」
と
し
て
『
史
通
』

を
史
評
類
に
入
れ
る
一
方
で
、『
文
心
雕
龍
』
は
文
説
類
に
置
い
て

い
る
（
た
だ
袁
本
に
は
文
説
類
は
み
え
な
い
）。

九  

こ
れ
と
同
様
の
主
張
は
『
文
史
通
義
』
経
解
上
、
原
道
下
、「
和
州

志
藝
文
書
序
例
」
な
ど
に
み
え
て
い
る
。

一
〇 

章
学
誠
は
、「
道
不
離
器
、
猶
影
不
離
形
。
…
…
後
世
…
…
謂
六
經

載
道
之
書
也
、
而
不
知
六
經
皆
器
也
。
…
…
夫
子
述
六
經
以
訓
後
世
、

亦
謂
先
聖
先
王
之
道
不
可
見
、
六
經
即
其
器
之
可
見
者
也
。
…
…
夫

天
下
豈
有
離
器
言
道
、
離
形
存
影
者
哉
。
彼
舍
天
下
事
物
人
倫
日
用

而
守
六
籍
以
言
道
、
則
固
不
可
與
言
夫
道
矣
。」（
原
道
中
）
と
述
べ
、

道
そ
の
も
の
は
不
可
知
な
存
在
で
あ
り
、
人
間
に
把
握
で
き
る
の
は
、

そ
の
道
の
現
れ
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
下
篇

で
取
り
あ
げ
た
い
。

一
一 

孔
子
以
前
に
個
人
の
著
述
が
な
か
っ
た
と
い
う
説
は
章
学
誠
に

と
っ
て
い
わ
ば
金
科
玉
条
で
あ
っ
た
。『
文
史
通
義
』
に
は
、『
管

子
』
や
『
晏
子
春
秋
』
に
つ
き
、
管
仲
や
晏
嬰
に
よ
る
自
著
で
は
な

く
、
後
学
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
主
張
が
散
見
す
る
の
は
、
文
献
学

的
知
見
と
い
う
よ
り
も
、
こ
の
金
科
玉
条
に
も
と
づ
く
著
述
史
の
構

想
と
齟
齬
す
る
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

一
二 

そ
の
や
や
行
き
過
ぎ
た
と
も
い
え
る
例
と
し
て
、『
校
讎
通
義
』
巻

三
「
漢
志
諸
子
十
四
」
に
お
い
て
、
陰
陽
家
の
た
め
に
『
漢
書
』
藝

文
志
の
序
例
を
作
り
な
お
し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

一
三 

と
は
い
い
な
が
ら
、『
校
讎
通
義
』
初
稿
の
成
る
六
年
前
の
乾
隆
三

八
（
一
七
七
三
）
年
に
手
が
け
た
「
和
州
志
藝
文
書
」
で
は
、『
七
略
』

の
旧
に
復
す
こ
と
を
試
み
て
い
る
。

一
四 

「
勢
」
の
語
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、「『
尚
書
』
一
變
而
爲

左
氏
之
『
春
秋
』。
…
…
左
氏
一
變
而
爲
史
遷
之
紀
傳
。
…
…
遷
書

一
變
而
爲
班
氏
之
斷
代
。」（
文
史
通
義
・
書
教
下
）
な
ど
と
史
体
の
変

化
に
つ
い
て
辯
じ
て
い
る
の
も
同
様
に
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
も
っ

と
も
、
そ
の
下
文
に
は
「
後
世
失
班
史
之
意
、
而
以
紀
表
志
傳
同
於

科
舉
之
程
式
、
官
府
之
簿
書
、
則
於
記
注
撰
述
兩
無
所
似
。」
と
あ

り
、
無
批
判
な
形
だ
け
の
継
承
が
批
判
さ
れ
て
は
い
る
。

一
五 

「
六
經
不
言
經
」（
文
史
通
義
・
経
解
上
）、「
六
經
之
名
、
起
於
後
世
」

（
校
讎
通
義
・
漢
志
六
藝
）
な
ど
、「
六
経
」
の
呼
称
は
後
代
に
お
こ
っ

た
も
の
で
あ
る
と
章
学
誠
が
度
々
言
及
す
る
の
も
、
単
に
『
七
略
』

『
漢
書
』
藝
文
志
が
、
六
藝
略
の
呼
称
を
用
い
て
い
る
か
ら
だ
け
で

は
な
く
、
そ
れ
が
本
来
、
周
の
治
世
の
み
に
適
合
す
る
「
周
公
之
旧

典
」「
先
王
之
政
典
」
で
あ
っ
て
、「
経
は
常
な
り
」
と
い
う
訓
詁
に

代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
当
時
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
た
六
経
の
普
遍
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性
を
否
定
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
六 
『
漢
書
』
藝
文
志
は
、
観
る
べ
き
も
の
か
ら
除
外
し
た
小
説
家
に
つ

い
て
も
、「
小
説
家
者
流
、
蓋
出
於
稗
官
。
街
談
巷
語
、
道
聴
塗
説

者
之
所
造
也
。
孔
子
曰
『
雖
小
道
、
必
有
可
観
者
焉
、
致
遠
恐
泥
、

是
以
君
子
弗
為
也
。』
然
亦
弗
滅
也
。
閭
里
小
知
者
之
所
及
、
亦
使

綴
而
不
忘
。
如
或
一
言
可
采
、
此
亦
芻
蕘
狂
夫
之
議
也
。」
と
あ
る

の
を
思
い
合
わ
せ
る
と
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な

思
考
法
に
は
、『
漢
書
』
藝
文
志
の
み
な
ら
ず
、『
荘
子
』
の
影
響
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
一
例
と
し
て
、
た
と

え
ば
、「
大
道
既
隱
、
諸
子
爭
鳴
、
皆
得
先
王
之
一
端
、
莊
生
所
謂

『
耳
目
口
鼻
、
皆
有
所
明
、
不
能
相
通
。』
者
也
。」（
文
史
通
義
・
答
客

問
中
）
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
は
決
し
て
諸
子
を
否
定
し
た
も
の

で
は
な
い
。
な
お
、
山
口
久
和
は
、
六
経
皆
史
説
に
つ
い
て
『
荘

子
』
天
運
篇
に
老
子
の
発
言
と
し
て
み
え
る
「
夫
六
經
、
先
王
之
陳

迹
也
。
豈
其
所
以
迹
哉
。」
な
ど
の
影
響
を
指
摘
す
る
銭
鍾
書
（『
談

藝
録
』
八
六
「
章
實
齋
與
隨
袁
」
附
説
「
六
經
皆
史
」）
の
説
に
対
し
て
、「（
章

学
誠
に
お
い
て
は
）『
事
』
の
『
道
』
に
対
す
る
価
値
的
優
位
は
歴
然

と
し
て
い
る
。
道
家
的
宋
学
的
思
惟
に
端
を
発
す
と
説
く
銭
鍾
書
の

見
方
は
根
本
的
に
誤
っ
て
い
る
と
断
定
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な

い
。」
と
述
べ
て
い
る
。
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